
指向角度ごとの、臨界距離を計算します。

口径200ﾐﾘを超えるﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ

Ｔ＝2000Hzでの残響時間

旧前からの方法７５ｄＢ

９０度以下

なお、ここで使用する平均吸音率は2000Hzでの値ですが、計算式は①項と同じです。

３

７５ｄＢ

３０度未満
１５度以上

４

スピーカ種別

追加された方法

６０度以上

必要音圧

L=25m

臨界距離とは、直接音と間接音が同じ大きさになる地点の、スピーカからの距離です。

最大カバー範囲

６０度未満
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臨界距離の３倍

W=35m

０．５
口径200ﾐﾘ以下のﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ

臨界距離　ｒ＝

Ｒ

Ｎ

Ｓ
α

その部屋の吸音力

＝ 室定数＝

２０

５

１-α
参考

指向角度

０．３

３

なお、指向性係数Ｑは、下表に依ります。

ただし、非常放送の場合は、残響時間による補正を加えますので、少し短くなります。

ホーン型コーンスピーカ

０．５

コーンスピーカ ５

３０度以上

１

０．８

（床＋天井＋壁４面）

ΣＳ　α

（秒）
Ｖ＝室容積 ｍ

α　＝その部分の500Hzでの吸音率

残響時間　Ｔ＝0.161
Ｓα Ｓ＝室法面積

Ｖ

Ｓ　＝その部分の面積
２

ただし、その計算方法は、その空間の残響時間により異なります。

吸音率

(性能基準による設置）

大空間における非常用スピーカの設置方法

吸音率データ　で検索してみて下さい。少々のデータは見つかります。

ｎ

ｍ

これは、残響時間が長いと、明瞭度が下がってしまうためです。

体育館　プール　等の大空間においては、スピーカを１０ｍ基準で設置することは出来ませんので、

取り付け位置　および　入力容量を、計算で求めます。

２

３秒未満
L=35m

残響時間
500Hzでの 制限項目

ホーン型

残響時間が３秒以上の場合は、②項以降の計算を行います。

W=30mL=28mﾎｰﾝ型ｺｰﾝ

コーン型

W=25m

α＝500Hzでの平均吸音率

まず５００Ｈｚでの残響時間を計算します。

ｍ

ｎ

３

ΣＳ

①

ｎ

残響時間が３秒未満の場合は、⑤項以降の計算を行います。

平均吸音率　α＝ ｎｎ

②

Ｓ＝室法面積

1.361

４

１０

３秒以上

Ｗ

指向

反射率

備 考

１５度未満
区分特性

ｍ

Ｍ

×
１

２

α＝2000Hzでの平均吸音率

Ｑ＝スピーカの指向性係数
×

（床＋天井＋壁４面）π(１-α）

ＱＳα

Ｔ
(ｍ)



７ 7.8

３０Ｗ

つまり、１Ｗ入力では不足な音圧レベルを計算し、スピーカに加える電力を下表から求めます。

７５ｄＢを確保するために必要な、スピーカの入力容量計算をします。

11.8

また,距離と音圧の関係は、２倍で－６ｄＢ　１０倍で－２０ｄＢ　１００倍で－４０ｄＢです。

必要電力 ６Ｗ １０Ｗ １５Ｗ４Ｗ ５Ｗ ２０Ｗ

⑥

14.8134.8３

なお、この場合ｐの値は、音響パワーレベルでは無く、第２シグナル音圧レベルを使用する。

３Ｗ

不足する音圧レベル（７５－Ｐ）ｄＢ

電力と音圧の関係は、２倍で＋３ｄＢ　１０倍で＋１０ｄＢ　１００倍で＋２０ｄＢです。

ただし、この方法では、間接音を無視した分だけ小さくなる。

逆２乗法則（距離が２倍になればレベルはー６ｄＢになる）で求めることもできる。

これを計算することも簡単ではないので、間接音による増加分を無視して、

６ 10

２Ｗ

２音圧レベル　Ｐ＝ｐ＋10log
４(１－α)

直接音の減衰分

間接音による増加分 ２Ｓ＝室法面積

{ Ｑ
＋ }Ｓα

(ｄＢ) （ベネラックの基本式）
４πｒ

Ｑ＝スピーカの指向係数

ｐ＝音響パワーレベル(ｄＢ）

ｍ

α＝2000Hzでの平均吸音率

（床＋天井＋壁４面）

ｒ＝計算点のスピーカからの距離

③

おそらく、右図のようになるはずです。

臨海距離の３倍の距離がカバー範囲です。

空気層

⑤

ボ
ー
ド

スピーカに１Ｗ加えた場合の、指向角度毎の最も遠い地点の音圧レベルを、計算します。

壁吸
音
材

Ｎ

なお、試聴点は床上１ｍです。

垂直方向についても隙間が出来ないように検討しなければなりません。

ＭＷ Ｎ

スピーカがたくさん必要になります。

よって、隙間がたくさんできますので、

頂点を結んだ範囲がカバー範囲ではありません。

スピーカの垂直位置と傾きを決めます。④ 天井

スピーカの水平位置を決めます。

例えば、材質　板の厚さ　孔の大きさ　孔の間隔　というボードそのものの性質だけでなく、

（建設会社では、たぶん企業秘密のデータです。）

空気層の厚さ　吸音材の有無　吸音材の材質密度厚さ　壁の材質　等工法により異なります。

吸音率は、施工方法により変わります。

この図を、隙間の無いように図面に配置して

このようなデータは、建設会社や大学の音響研究室くらいにしか無いと思われます。

よって、ドウスリャイイノデショウカネー。

（ボードメーカーに電話したら、そういわれました。）


